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Abstract
The purpose of the present study is to examine the relationship between academic performance and person-
ality traits, such as the Big Five personality inventory, and the AMAE scale. Amae, a Japanese word, means 
“to depend and presume upon anotherʼs benevolence of others” is culturally unique to Japanese. Amae is gen-
erally used to describe a childʼs attitude or behavior towards his mother. It can also be used to describe the 
relationship between adults. Amae tends to lead to laziness in learning. The AMAE scale constitutes 4 sub-
scales: AMAE-Desire, AMAE-Acceptance, AMAE-Contortion, and AMAE-Rejection. Students were divided 
into two classes based on the achievement: high proficiency class （Regular class）, and the low proficiency 
class （Basic class） in Metabolic biochemistry. We compared the scores of the Big Five and AMAE scale 
with studentsʼ final exam score in Metabolic biochemistry. It was found that there were significant positive 
correlations between Conscientiousness and final exam score in the Regular class, although negative correla-
tions between AMAE- Acceptance and final exam score were found in the Basic class. Conscientiousness 
was positively related with students with high final exam scores. Moreover, AMAE-Desire, AMAE-Contor-
tion, and AMAE-Rejection were negatively correlated to Conscientiousness, especially for students with low 
final proficiency. 
These results might be helpful to support learning in low proficiency students.
1．緒言
医療技術の高度化、医薬分業の進展等に伴い、実践力・応用力を身に着けた高い資質をもつ薬剤師の
養成が課題となり、2006 年度より薬学部 6 年制の設置がスタートした。薬学専門科目において、実践力・
応用力を養うためには、基礎知識の定着、学習習慣の確立が不可欠である。そこで武庫川女子大学薬学
部（以下、本学とする）では、2014 年度より、1-2 年次に開講されている薬学基礎分野の 10 教科において、
学習習慣の確立と基礎学力強化を目指す少人数制・双方向授業（習熟度別講義）を導入した。習熟度別講
















③開放性（Openness; O）、④協調性（Agreeableness; A）、⑤良識性（Conscientiousness; C）の 5 つの要素によ
り性格の全体的構造を捉えようとするものであり、心理学に限らず、多くの領域で採用されている。欧
















た 2017 年度前期開講の代謝生化学受講者を調査対象とした。甘えは、玉瀬らの 20 項目からなる多元的
甘え下位尺度 4）について、「全くあてはまらない（1 点）」から「いつもそう思う（4 点）」の得点を与えた。
Big5 は、村上らの 70 項目からなる主要 5 因子性格検査 5）について「あてはまる（1 点）」、「あてはまらな
い（0 点）」の得点を与え、スコアを算出し、平均値 50、分散 10 になるよう標準化した値を分析に用いた。
性格特性は学習行動に影響を与える因子であり、より効果的な学生指導を行うために、代謝生化学の
Basic クラス、Regular クラスそれぞれにおいて、定期試験得点平均値± 0.5 標準偏差の値を境界に成績
上位層と下位層に分け、成績における甘え及び Big5 のスコアの差異を調べた。また、習熟度別講義の
図 1.　薬学部における基礎学力強化教育の流れ










性格特性のアンケート回収率は 94.6% であり、欠損値の有無などにより解析対象者は 159 名（Basic ク
ラス 63 名、Regular クラス 96 名）となった。
3-1．学力強化プログラムの成果
代謝生化学における習熟度別講義での取り組みにより、判定試験において Regular クラスと Basic ク
ラスの得点平均値に生じていた有意な差は、定期試験においては認められなかった（図 2、判定試験、
定期試験；Basic 44.7 ± 7.38 , 54.1 ± 15.0　Regular 67.7 ± 8.09, 57.0 ± 19.1, p<0.01）。判定試験から定期
試験の得点の差を算出し、成績の伸びを比較すると、Basic クラスでは有意な正の成績変化が認められ
た（図 3、Basic 9.37 ± 16.5  Regular -10.8 ± 17.5, p<0.01）。
3-2．習熟度別にみた性格特性
Basic、Regular 各クラス全員（ALL）に加え、定期試験得点平均値± 0.5 標準偏差を境界に成績上位層
と下位層にわけたときの甘えの下位尺度と Big5 のスコアを表 1 に示す。
甘え下位尺度のスコアは、Basic クラスと Regular クラスで差はなかった。甘え歪曲については、
Regular クラスの上位層より、下位層で低かった。
Big5 スコアは、良識性において Basic クラスに比べて Regular クラスが高く、さらに Regular クラス
の下位層より上位層において良識性が高い傾向を示した。また、Basic クラスでは、成績上位層よりも
下位層の情緒安定性スコアが高かった。












成績の伸び（判定試験と定期試験の差）と甘え及び Big5 の相関関係を表 2 に示す。Basic クラスでは、
成績の伸びは甘え受容と負の相関を示し、Regular クラスでは Big5 の良識性と正の相関を示した。
3-4．多元的甘え尺度と Big5の関連








表 1．多元的「甘え」と Big5 のスコア分布
表 2．成績の伸びと多元的「甘え」及び Big5 との関連


























表 3．多元的「甘え」と Big5 との相関































 1） 八木成和 . 大学生の学習観と性格特性との関連性．性格心理学研究．1996, Vol.4, No.1, pp.1-9.
 2） Poropat, A. E. A meta-analysis of the five-factor model of personality and academic performance. Psychological Bulletin. 
2009, 135（2）, pp.322-338.
 3） 土居健郎．続・「甘え」の構造．弘文堂 , 2001, 248p.
 4） 玉瀬耕治，脇本真希子．大学生用「甘え」尺度の作成に関する研究 . 奈良教育大学紀要．2003, Vol. 52, No.1, 
pp.209-219.
 5） 村上宣寛 . 主要 5 因子性格検査ハンドブック . 学芸図書 , 2008, 312p.　
 6） 玉瀬耕治，相原和雄．大学生の「甘え」と特性 5 因子の関係．奈良教育大学教育実践総合センター研究紀要．
2004, Vol.13, pp.23-31.
 7） 高橋恵子．依存性の発達的研究 1―大学生の依存性―，教育心理学研究．1968, Vol.16, pp.7-17.
受理日　2020 年 11 月 25 日
D12256-73000860_安井 三浦 中村.indd   68 2021/02/22   14:42:18
